
 

 

平成２６年度第１回 

 
富山市障害者自立支援協議会 

資  料 

 
 
 
 

日時：平成２６年１０月２９日

                 午前１０時から    

場所：議会棟８階 第４委員会室 



（１） 各専門ワーキングの取り組み状況について 

就労支援ワーキング 

回 月日 活動内容 備考 

第１回 5 月 14 日 

○昨年度の活動報告と今年度の課題について 

・昨年度就労支援ワーキングで対応した就継Ｂ型の新

規利用者の「検討会」の周知 

・市内就労移行支援事業所のネットワーク強化につい

て 

新規委員の引き

継ぎ 

第２回 6 月 18 日 

○今年度当ワーキングで企画する研修会等の構想に

ついて 

・富山障害者職業センターとの連携による就労支援の

在り方 

・市内就労移行支援事業者の情報共有の活性化に

向けて 

○就労継続支援Ａ型事業所(民間)の動向と課題 

・全国で問題になっている不正請求の実態について 

 

第３回 7 月 16 日 

①富山市内就労移行支援事業所意見交換会の実施

に向けて 

②富山市内障害福祉サービス事業者研修会の実施

に向けて 

（主催： 基幹相談支援室、共催： 就労支援ワーキン

グ） 

 

第４回 8 月 6 日 

①富山市内就労移行支援事業所意見交換会の実施

に向けて 

（内容：グループワークによる情報交換、課題抽出） 

②富山市内障害福祉サービス事業者研修会の実施

に向けて 

（講師：富山障害者職業センター、対象：富山市内の

就労支援事業者,相談支援事業者） 

①8/27 富山市

内就労移行支

援事業所意見

交換会(富山市

障害者福祉セン

ター) 

 

第５回 9 月 24 日 

①´富山市内就労移行支援事業所見学会の実施に

向けて 

 （対象：富山市内の就労移行支援事業者） 

②富山市内障害福祉サービス事業者研修会の実施

に向けて 

（研修会テーマ：「障害者の就労における支援のあり

方と連携について考える」）  

 

  

① 10/23 富山市内就労移行支援事業所見学会 

（セーナー苑 あおぞら） 

② 10/30 富山市内障害福祉サービス事業者研修会 

(富山市障害者福祉センター) 

 

 



就労支援ワーキング資料 

 

「富山市内就労移行支援事業所意見交換会」実施状況 

日時：平成２６年８月２７日（水）１５：００～１７：００ 

場所：富山市障害者福祉センター（富山市蜷川１５） 

参加者：富山市内就労移行支援事業者 ９事業所（９名）、就労支援ワーキング委員（６名） 

内容：グループワークによる意見交換 

意見内容：（以下記述） 

 

＜就職準備＞ 

◇作業内容について 

・多機能でしている事業所は作業内容の差別化をどのように図っているか気になる。環境設定の 

 制限により同じ作業を全体でしている事業所もある。このような場合、事業種別に個別支援計 

画での達成目標の差別化で対応している。 

◇企業が求める人材育成のための、具体的な工夫をどのようしているか 

 ・事業所職員が率先してハローワークや企業に足を運び、求められる人材の実態を知る必要があ 

るのではないか。 

 

＜求職活動＞ 

◇実習先、就職先の開拓の取り組みについて 

・「中小企業同友会」との情報交換で開拓しているところもある。 

・実習をさせて下さいではなく、作業をさせて下さいと言う切り口で、まずは作業を持ち帰り、

品質や納期を守れることを証明し相手側との信頼関係を築き上げていく。 

 ・実習先で就職が決まると、そこで事業所としての実習先が無くなるケースがあるのでやり方と

して個人の就職と実習先は別のところが望ましい。 

 

◇企業と連携する際の、ネットワーク作りについて 

・支援学校から企業に繋ぐ役割を担う事業所として、見学ツアーを企画し相互にイメージを持っ

てもらう取り組みをしてはどうか。 

  

◇企業実習・体験の期間や方法（就職に至るまでのプロセス）について知りたい。 

 

＜職場適応＞ 

◇就職後の職場定着支援について 

・就職させた利用者へのアフターケアを事業所がしても報酬が伴わない 

 ・就職前に就業・生活支援センターと関係をつけていないと後の支援が滞ってしまう。 

◇就労した会社での障害者への支援体制は整っているか知りたい。 

 



＜事業所運営＞ 

◇利用者確保の方策について 

・就職させた後に次の利用者が補充される保証がない。 

◇就労移行支援事業所の需要について 

・事業に対する需要が明確ではなく、運営上難しい事業である。 

◇就労移行支援の受け入れ体制及び規定について知りたい。 

 ◇工賃の設定方法について知りたい。 

 ◇全体的な支援の場での異なる障害のメンバー対応について 

・ある事業所では、最近の傾向として発達障害の方の利用が増えている。 

・障害種別によって事業所内で社会を意識した取り組みにも違いがある。精神のところでは社会

経験があって利用されている方が多く意識しやすいが、支援学校から直接受け入れている知的

のところでは、能力的にも経験的にも社会を意識させにくい。（目上の人への言葉遣い、仕事

の厳しさ 等） 

・支援学校を卒業後、２年の訓練期間で就職か福祉的就労かを判断するのは訓練期間として長い

ようで短い。 

 

  

＜他事業所連携＞ 

◇就労移行、Ａ型、Ｂ型の在り方についてどのように思っているか 

・利用される方が事業所の役割を理解して利用しているか。また、そこで働く職員も役割を意識

して支援をしているか。 

・支援学校への働きかけ、周知が十分出来ていないのではないか。特に保護者に対して就労移行

事業所の役割についての説明が足りないのではないか。 

 

◇就労系の事業所間の連携の在り方について 

・就労移行を起点とした雇用拡大やアセスメント体制の整備・拡充の流れが確立しておらず、各

就労系の事業者が戸惑いながら利用者獲得に奔走している。 

・就労移行を利用して就職に繋がった実績を各所でアピールすることで、就労移行への関心はお

のずと高まるのではないか。 



地域生活支援ワーキング 

回 月日 活動内容 備考 

第１回 4 月 23 日 
・今年度のワーキングの方向性について 

・実態調査（居宅介護とＧ連協関係）について 

 

第２回 5 月 30 日 

・実態調査（居宅介護とＧ連協関係）結果の今後の活

用について 

・事例報告様式の検討 

・地域課題（事例）の集約について 

  

第３回 7 月 17 日 
・地域課題について 

・事業者研修(8/7)について 

 

第４回 9 月 3 日 ・地域課題について 
 

第５回 10月15日 
・高齢障害者の支援に対する課題について 

・Ｇ連協情報交換会について 
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子ども発達支援ワーキング 

回 月日 活動内容 備考 

第 1 回 5 月 23 日 

① 自己紹介 

② これまでの取り組みについての説明・報告 

③ 今年度の内容についての検討 

④ 各機関で抱える問題・課題についての意見交換 

 

第 2 回 6 月 27 日 

○事業所見学 

① つくしの家 

② キッズルームたまご 

 

第 3 回 7 月 25 日 

① 事業所見学の報告 

② 事例検討『適切な就学指導について』 

発表者：富山市教育委員会 

 

第 4 回 8 月 22 日 

○保護者支援 

『精神疾患を持つ保護者への対応について』 

＊グループワーク 

講師：富山児童相談所  アドバイザー：ゆりの木

の里 

 

第 5 回 9 月 19 日 

○学童保育における障害児支援 

『障害児を受け入れている学童保育における課題

について』 

話題提供者：NPO 法人 星槎学童保育富山 

 

第 6 回 10 月 24 日 

○事業所のおける障害児支援 

Ⅰ．『富山型デイサービスにおける課題について』

   話題提供者：デイケアハウス にぎやか 

 

 
※ 相談支援ワーキング（定例会）4 月 23 日、6 月 25 日、8 月 20 日、10 月 22 日に実施（各専門ワー

キングの活動報告）。 
 



０１２０－８７－３４１５

富山地方法務局
　「子どもの人権１１０番」

０１２０－００７－１１０

②他の家族のケア(ex.家族の介護等)で子どもに十分に関わることができ
ません。どこに相談したら良い→よいですか?

②富山市障害福祉課の窓口に相談してみてください。内容を伺った上
で、関連の窓口をご紹介します。

Q&A＜　小学部　　グループ＞

Q A

家庭生活

①いじめに関する相談はどこでできますか？ ①富山市教育センターに「こどもいじめテレホン相談」があります。子ども
だけでなく、保護者の方も相談できます。 市教セのHPにリンク。→
http://www.tym.ed.jp/c10/

富山県総合教育センター
　２４時間いじめ相談ダイヤル

０７６－４４４－６３２０

富山県教育委員会
　東部教育事務所相談電話

０７６－４４１－３８８２

富山県警察本部いじめ１１０番 ０１２０－３２－７８６７

富山県警察本部
　ヤングテレホンコーナー



幼稚園・保育園
学校・進路

③富山市の通級指導教室はどういうものが開設されていますか?

 
④特別支援学校と特別支援学級の違いは何ですか?

③通級による指導は、小・中学校の通常の学級に在籍し、教科等の学習
は通常の学級で受けながら、心身の障害に応じた特別な指導を特別な場
で行う特別支援教育の形態です。富山市の小学校では、言語障害・情緒
障害・学習障害の３つの教室が開設されており、週１～３時間指導を受け
ることができます（中学校では学習障害通級指導教室が開設されていま
す）。通級指導を希望される方は、在籍の学校にご相談ください。
　 通級指導教室設置校については、リンク先を参照してください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→学校教育課HPにリン
ク。
（http://www.city.toyama.toyama.jp/kyoikuiinkai/gakkokyoikuka/gakkok
yoikuka.html）
※聴覚障害、視覚障害に対する指導を希望する方は、富山聴覚総合支
援学校、富山視覚総合支援学校の教育相談部にご相談ください。
④富山市障害福祉課HP「心身に障害のある方」→『障害福祉のしおり』
をご参照ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→障害福祉課
HPにリンク。



 
 

（２）基幹相談支援室の活動状況について 
 

平成 25年度 基幹相談支援室利用状況 

１ 個別ケースに関する相談 

（１）障害者 

① 障害者の相談実人数 １７９名 

〈内訳〉身体障害 ５９名、精神障害 ４６名、知的障害 ４５名 

重複障害 １４名 

（身体＋知的 ７名、身体＋精神 ６名、知的＋精神 １名） 

発達障害１名、高次脳機能障害１名、難病１名、その他１２名 

② 障害者の延べ相談件数 ９０４件 

〈障害種別〉身体障害 ２５４件（２８．１％） 

知的障害 ２１６件（２３．９％） 

精神障害 １７７件（１９．６％） 

重複障害 ２１９件（２４．２％） 

（身体＋精神１７８件、身体＋知的３９件、知的＋精神２件） 

など 

〈相談者〉 本人         ２６５件（２９．３％） 

家族         １６７件（１８．５％） 

保健・医療関係機関  １５５件（１７．１％） 

障害者サービス事業所 １４７件（１６．３％）   など 

〈相談方法〉電話      ４３３件（４７．９％） 

訪問      １３９件（１５．３％） 

来所      １２６件（１３．９％）      など 

〈相談内容〉１０８７件 ＊複数計上 

福祉サービス  ４６３件（４２．６％） 

保健・医療   １４８件（１３．６％） 

家族関係･人間関係 １２５件（１１．５％） など 

〈支援内容〉情報提供・収集 ４７７件（５２．６％） 

傾聴・助言   １８６件（２０．６％） 

関係機関調整  １２６件（１３．９％） など 

（２）障害児（18 歳未満） 

① 障害児の相談実人数 １１名 

〈内訳〉  知的障害   ３名 

重症心身障害 ２名 

身体障害   ２名 

重複障害   ３名（身体＋知的） 

発達障害   １名 



 
 

② 障害児の延べ相談件数 ２８件 

〈相談者〉家族 １０件、保育・教育機関 ８件、障害者事業所 ４件 など 

〈相談方法〉電話 １５件、来所 ５件、個別支援会議 ４件 など 

〈相談内容〉３３件 ＊複数計上 

保育・教育 １０件、福祉サービス ５件、 

家族関係・人間関係 ５件 など 

〈支援内容〉情報提供・収集１８件、傾聴・助言４件、個別支援会議４件 

 など 

２ 関係機関連携に関する相談 

（１）相談件数 ２８５件 

・市内の相談支援事業所からの相談が２１７件（７６．１％）と最も多い。 

・相談内容は、計画相談の進め方やサービス等利用計画の作成に関すること

が多い。 

・相談に対して、関係者に、助言・指導、同行支援等で対応している。 

（２）市内相談支援事業所へ計画相談を依頼した件数 ５７件 

  〈内訳〉身体障害 １５件、知的障害 １０件、精神障害 ２６件、 

      身体＋知的 ２件、身体＋精神 ２件、発達障害 ２件、 

      その他 ２件 

〈計画相談依頼先〉 

Ｗｅネット 

         ２件 

恵風会相談支援事業所あ

ざみ       ３件 

あすなろセンター 

４件

あゆみの郷（相談支援事

業所アシスト）  ５件 

相談支援事業所けやき 

         ４件 

高志福祉相談センター 

  ４件

常願寺地域生活相談支援

センター     ６件 

自立生活支援センター富

山        ３件 

ちむぐりさ   

６件

フィールド・ラベンダー 

         ４件 

フレンドリー相談支援セ

ンター      ２件 

相談支援センターみらい 

２件

ゆりの木の里相談支援セ

ンター      ７件 

和敬会生活支援センター 

５件 

 

（３）地域支援 ７６件 

・普及啓発活動として富山県知的障害者相談センターや富山市介護支援専門 

員協会の研修、障害者福祉サービス事業所の勉強会等で講師依頼を受けた。 

・富山市障害者自立支援協議会の相談ワーキングや専門ワーキングに参加し、 

地域福祉に関する調査等を行い、課題を富山市障害者自立支援協議会へ報

告した。 

  



 
 

別紙１ 
１ 障害者相談支援事業 
 

・相談内容の傾向 

（H26 年 4 月～9 月 30 日現在） 

項目 現 状 

障害児から障害者

への移行期におけ

る弊害 

・18 歳未満までは児童相談所の関わりにより施設入所や病院、

教育機関に繋がり落ち着いていたが、児童施設からの退所年齢、

学校卒業等のライフステージ移行期を迎え、地域に戻る際、相

談支援事業者が関わるようになる。これまでの支援機関の介入

により現状の生活が落ち着いているため相談支援事業者への相

談は、移行期の高等部３年生になってから持ち込まれている。

そのようなケースの多くはひとり親世帯、親の養育力不足、経

済的問題を抱えている等の多問題家族が多く、家庭に戻ること

が困難な状態にあり、ケースの情報整理やこれまでの支援の経

過の把握等、支援を引き継ぐにあたり時間を要する。 

・進路としてグループホームを選択するにしても 18 歳では障

害基礎年金の受給対象年齢に達していない為、経済的問題があ

り、生活保護を検討していかざるを得ない場合もある。 

・多問題を抱えるケースについては、18 歳を迎えた後も継続し

て安定した生活を送れるようにしていくため、早期から将来を

見据えた移行支援会議が定期的に開催される等、いわば障害児

からの出口の支援が重要となってくる。 

・しかし、相談支援事業者には多問題を抱えている児童の情報

を早期から児童相談所や教育機関等と共有するシステムは今の

ところ整備されていない。個人情報保護の問題もあるかと思わ

れるが、障害をもつ児童がより円滑にライフステージの移行が

行えるよう、早期の段階から情報共有をし、切れ間なく支援を

受けていけるようなシステムづくりの必要性を感じている。 

 

親の高齢化 ・高齢の親との生活により、同一世帯で介護保険と障害福祉サ

ービスを利用しているケースも多くあり、互いのサービスを調

整するため、地域包括や居宅介護支援事業所との連携を図り、

家庭全体を支援する体制づくりを行ってきている。 

・また、これまで親が中心となり家庭で支援をしていた引きこ

もり等の潜在化していたケースが親の高齢化に伴い、地域で顕

在化し、成年後見制度や権利擁護に関する利用手続きが必要と

なり、手続きの補助等の支援を行っている。 

 



 
 

多問題家族 ・障害をもつ本人の問題だけではなく、家族も障害や疾患を有

していたり、経済的問題を抱えていたりなど家族の抱える生活

困難や脆弱性が問題で虐待と疑われるような事例も見られ、障

害福祉課と相談しながら支援をしている。本人の支援だけに留

まらず、家族それぞれの抱える問題や課題も視野に入れ、家族

全体を支援していく体制づくりが必要になっている。 

 

多機関連携 ・困難なケースである程、問題や専門性が多岐に渡り、一相談

支援事業所では担いきれない状況にある。福祉分野のみに限ら

ず、警察や保護観察所、教育機関、医療機関等、各専門機関と

の支援体制づくりが必要とされている。相談支援事業所から相

談を受けた際は障害福祉課と相談をしながら、各専門機関への

繋ぎを行い、相談支援事業所の支援を行っている。 

・しかしながら、各関係機関との見守り体制を整えていても交

際相手との関係や金銭トラブルなど見守りきれない部分もあ

り、苦慮している。 

・また、関係機関との調整にあたっては、市外など広域に渡る

事例もあり、情報共有や連携の仕方も重要になっている。 

 

相談支援事業者へ

のフォローアップ 

・計画相談を行っている相談支援事業者が都合により、やむを

得ず事業を休止することになり事業所から相談があった。当支

援室では計画相談が中断されることがないよう、障害種別やケ

ースの特性を把握し、次の相談支援事業者の選定と引継ぎが適

切に行われるよう支援を行った。相談支援事業者が増えつつあ

るなかで、事業所の休止に伴う対応にも中立・公正な立場でケ

ースの引継ぎができるよう支援していく必要性がある。 

・また、相談支援事業者が困難なケースを抱え込み、バーンア

ウトしてしまわないため、同行訪問や研修会、事例検討会等を

行い、相談支援専門員のスキルアップとフォローアップに今後

も力を入れていきたい。 

 

 

 



別紙２

(平成26年10月1日現在)

事例検討会 連絡会

4月 随時

精神障害者ケース
・開催日 H26.4.16
・参加者 相談支援事業者、
　　　　 保健所   11名参加

5月 随時

第1回 連絡会
・テーマ「触法障害者の支援」
・開催日 H26.5.28
・参加者 相談支援専門員　26名参加
・内容 ①研修報告
　　　 ②活動紹介
　　　「地域定着支援センターの役割」

6月 随時

7月 随時

知的障害者ケース
・開催日 H26.7.9
・参加者 障害福祉課、
　　　　相談支援事業者、
　　　　就継B型事業者
　　　　10名参加

8月 随時

知的障害者ケース
・開催日 H26.8.8
・参加者 相談支援事業者
　　　　 9名参加

第1回研修会
・テーマ
「障害に対する知識を深め、支援の方法につ
いて考える」
・開催日 H26.8.7
・対象者：居宅介護事業者
　　　　　相談支援事業者　49名参加
・内容 ①調査報告
　　　 ②説明「相談支援の流れ」
　　　 ③講義「精神障害の特性と支援に
　　　　　　　ついて」

9月 随時

第2回 連絡会
・テーマ 「精神障害者の支援につい
て」
・開催日 H26.9.16
・参加者 相談支援専門員　30名参加
・内容 ①事例紹介
　　　 ②グループワーク

10月 随時

（予定）第２回研修会
・テーマ
「障害者の就労における支援のあり方と
連携について考える」
・開催日 H26.10.30
・対象者：就労支援サービス事業者
　　　　　相談支援事業者
・内容 ①講演「富山障害者職業センターと
　　　　　　　の連携」
　　　 ②パネルディスカッション

11月 随時

（予定）第３回研修会
・テーマ
（仮）発達障害児について
・開催日 H26.11.28
・対象者：放課後等デイサービス事業者
　　　　　児童発達支援事業者
　　　　　相談支援事業者
・内容 ①講義

12月 随時

1月 随時

2月 随時 （予定）第3回 連絡会

3月 随時

必要に応じ、随時開催 年3回開催予定

事業者研修事業

平成2６年度基幹相談支援室事業実施状況

平
成
2
6
年

平
成
2
7
年

利用計画指導事業障害者相談
支援事業

個別ケース
は随時



 
 

2601029 自立支援協議会資料 

（３）権利擁護部会の取り組み状況について 

 
１． 部会の開催状況 
  

開催 
年度 

回 開催日 活動内容 

H２５ 

第１回 1月22日 

○障害者虐待についての通報・相談件数について 

○障害者虐待防止法施行に伴う市の取組み状況

について 

・障害者虐待事例の対応状況について 

・障害者虐待事例における課題について 

第２回 3 月 6 日 

○障害者虐待についての通報・相談件数について 

○平成 26 年度権利擁護部会の取組みに向けて 

 ・部会の長期計画、26 年度計画の確認 

H２６ 

第１回 5月26日 

○障害者虐待についての通報・相談件数について 

○平成 26 年度権利擁護部会の予定等について 

 ・障害者虐待事例の課題整理の検討、部会主催の研

修会開催の検討 

第２回 10 月 3 日

○障害者虐待についての通報・相談件数について 

○障害者虐待事例の課題整理について 

 ・現状の報告 

○平成 26 年度研修会について 

 ・研修会開催日、研修内容の検討 

第３回 
2 月 3 日

（予定） 

○障害者虐待についての通報・相談件数について 

○障害者虐待事例の課題整理について 

 ・現状の報告 

○平成 27 年度権利擁護部会の取組みに向けて 

 ・27 年度計画の確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

２． 富山市障害者虐待防止センターにおける通報・相談件数について 
 

（１）年度別件数 

年度 
Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ 

１０月～３月 ４月～３月 ４月～９月 １０月～３月 計 

通報     ７ ６ ２

相談 １８ １８ １３

 

（２）通報の概要（H26 年度上期） 

障害種別 性別 年齢

1 H26.8.12 養護者による虐待 市町村行政職員 経済的虐待 知的障害 女性 ２０～２４歳

2 H26.8.22 養護者による虐待 その他
心理的虐待・
経済的虐待

知的障害 女性 ２０～２４歳

被虐待者の属性

番号 相談受理年月 虐待の種類※ 相談・通報
経路

虐待行為の種類

 

 

３．平成２６年度研修会について 

（１）開催日程 

   日時：平成 27 年 2 月 3 日（火）15:00～16:30 

    場所：障害者福祉プラザ 

 
（２）対象 

市内障害者相談支援事業所 

＊基幹相談支援室が、相談支援事業所を対象とした連絡会を開催しており、

第 3 回連絡会として、研修会を開催する予定 

 
（３）内容 

検討中 

    ＊障害者虐待対応での関係機関等との連携事例や、権利擁護に関する 

事例等を紹介する予定 



（４）「第３次富山市障害者計画」及び「第４期富山市障害福祉計画」の
策定について

障害者計画及び障害福祉計画の流れ

●市長

計画の策定

●議会に報告

●アンケート調査

（障害種別ごとに調査）

●検討委員会

（障害福祉施策等に関係の

ある庁内関係各課で組織）

●パブリックコメントの実施

（ＨＰに計画案を掲載）

●広報等を通じた計画の公表

●策定委員会（17名）


